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～講評～ 

小問（問 A～C） 

A から C の問題は例年通りの難易度だった。平易な知識で解ける問題もあったものの、(2)culminate「最高点に達する、つい

に～になる」や、(3)answer for ～「～の報いを受ける、罰を受ける」は遭遇する機会の少ない語彙なので、消去法から答えを

導き出すのが得策だろう。問題 C では、文脈を追いながら表現の言い換えを把握していく、英語特有の流れを意識した問題の

出題が目立った。 

長文 1（問 D・E） 

「リチャード＝ドーキンスが提唱した利己的な遺伝子（セルフィッシュ・ジーン）」について紹介する長文だった。問 E では、

Q＆A 型の問いが 4 題に、長文全体に関する内容一致が 1 題で構成されており、例年と同じ出題傾向であった。Q＆A型の問い

に対しては、しっかりと問いの意図を把握し、該当箇所ないしは解答根拠を見つけながら解くことがポイント。 

長文 2（問 F・G） 

「カラスにゴミ回収をさせるように訓練するフランスのテーマパークの試み」についての長文。この長文では、問 G の内容一

致系の問題は全て Q＆A 型だった。（2025 年度前期の長文 1 の問 E も全て Q＆A 型の内容一致だった。）corvid「カラス科の

鳥」についての長文は、直近でも近畿大学 2024 年後期や大阪医科薬科大 2023 年度前期など、テーマとして出題されることが

多いため、医学部の様々な問題に触れてきた受験生にとってはとっつきやすい内容だっただろう。 

長文 3（問 H） 

「暗号資産ビットコインが生み出す電力の過剰使用問題」についての英文。2024 年度後期・2025 年度前期と、最近の長文 3 で

は環境・エネルギー系のテーマが目立っている。第 1 段落ではまだ内容が判然としなかったかもしれないが、パラグラフを経

ていくごとに理解も深まったはずである。（cryptocurrency「仮想通貨」という語は、東海大 2017 年度をはじめ、医学部でもた

まに扱われることのあるテーマであるが、語彙を知っていたかどうかで文章の掴みが多少変わったかと思われる）本大問はい

つも通り、内容一致の問題には基本的にパラグラフ指定があり、本文を読解しながら順序通りに解き進めることができた。(36)・

(37)などの一部の問題では、選択肢に悩ましいものが並び、消去法をしようにも苦慮してしまったかもしれない。 

 

出題傾向・分量ともに昨年と同様。全体としては例年より取り組みやすいものであり、正答の発見や誤答の消去に困惑する問題が一

部あるとはいえ、それらを差し引いてもゆうに合格点を目指すことはできたはずである。合格には 65％程度を目指したい。 

 

 


